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Webにおける開かれた小学校社会科地域読本の 一 試案
～概念探究学習をベースにした地域読本を例に ～

秋田 真 弘罰大学教育学部附属小学校

〖キ ー ワ ー ド］ 社会科地域読本 概念探究学習 Web教材 知識の質

I 問題の所在 口 目的
従来の社会科地域読本は， 地域に関する知識を増やすものといったものが主流であ

り， 加えて， 学び方。調べ方を取り入れたものも見られるようになってきた。 このよ
うな社会科地域読本は現在， 教育委員会や学校， 社会科研究団体や教員らの手によっ
てインタ ー ネットのWebでデジタル化されるようになってきた。 それらは従来の印
刷物としての社会科地域読本と違い， 新鮮な情報を提供できる。 さらに情報の送発信
も可能であり， 世界中の誰にでも地域読本としての情報提供が可能である。 また， 地
域読本の情報からさらに関わりのある情報を継ぎ目無く統合化できるといった環境も
可能である。 しかし， 質の高い知識を扱う概念探究の手法を用いたWeb社会科地域
読本は見あたらない。 また， 体験。経験の欠乏が学習を不成立にしてい*lるといった
ことが言われている現状から， 本題目での目的を次のように設定した。

① 質の高い知識を扱う概念探究の手法を用いたWeb社会科地域読本試案
を作成する。

② 体験知を補完するための資罰や音声， 映像を取り入れたWeb教材を作
成した。

TI 方法

上記の研究目標を達成するために， 次の方法をとった。
(1 ) 概念探究学習理論をベ ー スにしたWeb小学校社会科地

域読本試案の 一部を青森県弘袖冑を素材として提示する。
(2) We bの特性を生かして， 動画や音声を， 児童が容易に

引き出すことができる教材を作成する。
Ill 研究経過

(1 )知識の質および概念探究学習を組み込む
概念探究学習では図 ，·-戸叩）炉判虞議
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図 2 ：知識間関係構図

いくことが一 般的となっている。 様々な社会科理論でも 「 間い」 は重要である。
概念探究学習では 「 間い」 を重視する。 「 関い」 の答えは 「 知識」 である。 そこ
で知識の質と知識習得過程を明確にし児童に取得させることで、 より質が高く応
用が利く知識を身につけさせることが重嬰であると考え， 概念探究学習を組み込

*l岩日 一 彦 『社会科授業研究の理論』 明治図書 1994年pp. 46-47. 

*2同pp. 38-44. 
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む。作成するWeb社会科地域読本は岩田 一 彦 ‘03

氏による「概念探究学習」をベースにしている。
(2 )国内のWeb地域読本の先行事例

国内の間かれた63のWeb社会科地域読本に
ついて、 知識の質や知識の習得過程及び資料の
扱い方から分析した。 その結果，次のことが明
らかとなった。 一つは記述的知識を獲得させる
ことをねらいとしたもの。もう 一つは，前者に 図3：概念探究の基本的学習段階
手段 。 方法や構造を求める知識を加えたものである。概念探究型学習をベースに
したWeb地域読本は，調査時点では見あたらなかった。さらに60 事例が，現在
まであった地域読本をWeb化したもであり，内容はこれ まで地域で印 刷。製本
し配布していたものと何ら変わりが無いということが明らかになった。Webの
特長を生かしたものも調査時点では見あたらず，概
念探究学習をベー スにした，Web小学校社会科地
域読本試案の作成を試みた。

(3)研究対象の選定理由及び全体構成
研究対象として，第5学年での地域の生産活動を

取り上げる。概念探究型学習では，原因と結果の因
果関係を重視している。試案対象の弘前市はリンゴ
の生産において，市町村の部で生産量が全国第 1 位
になった理由を追究できるからである。

読本の全体構成は右図 のように第5学年の産業学
習を扱った内容となる。

(4)W e b社会科地域読本 「リンゴづくりのさかんな弘前市」 知識構造
本Web吐会科地域読本における知識構造は第5学年が対象学年であることか

ら，次のように置き換え戸 乍i(/)説明的知節 I)-。 I 弘前市で1まリンコを窓産することで苺い収益が毎られる：：：とからサンゴづく I
（説明的知識）

りに励んでいるも

弘前市のリンゴ鹿家は鹿粟収入の増加を図るために市湯の
ニーズに合うように品種改良したリンゴを栽培したり出荷調翌
販路の拡大を行うことでリンゴづくりが盛んになっていった a

二こ二l Iーニ：：こI�位0,知函囚-]

：詈三：：芦▽言ゴ生産における説明的知識
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{l)ジュースを作るエ湯

4弘前市の這翰

図4 ：読本全体構成目次

（分祈的知識J-i)

1}ンゴ農家では市端1：：人銀が高い
品極を裁培し，販売することで利益
を得ている'

図5：弘前市のリ
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話を行っている·，
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’□ 分］：aし勺知：し、ら記二［
(5)読本の実際

本Web読本試案のWeb社会科地域読本には 「発 間」 。 「指示」 を記述した。
本読本はHTMLにて書かれたプログラムであるため，変更が容易である。児童
の実態や教師の意図によって，表示されている 「発罰」 。 「指示」や 「知識」を児
童に隠して提示する事も可能であるといった利点がある。（報告書掲載は一部）

*3岩田 一 彦 『小学校 社会畔の授業設計』 東京書籍 1991年 pp. 58-62. 
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iはじめのページ

且さかんなリンゴづくり
① 「情報収集」

③「仮説の根拠となる資料の収集」 。 「検証J

② 「情報の分類・比較」「学習間題の発見。把握J
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面学習リンク ivリンゴ褐示板

IV 成果と課題

本研究における成果は， 概念探究学習をベー スにし， 「生きた知識」 「 応用可能な知
識」 を扱ったWeb社会科地域読本試案の 一部を作成できたことである。 読本は学習
者が主体的に資斜収集， 予想。仮説づくりができ， 学習者の相互交流が可能である。
そのため地域に隅かれ， 世昇に開かれたものとなった。 また， 体験知を補完するため
の資料や音声， 映像を取り入れたWeb教材を作成した

今後の課題は二点ある。 一 点目は， 実際に本Web地域読本を活用した授業を行い，
授業分析をし， 読本の内容を改善していく点。 二点目は， 日々進化する情翫技術の革
新に対応したWeb教材の改良が課題である。
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